〈醒世姻縁惇〉解題 by 植田 均
奈良産業大学『産業と経済』第 24 巻第 5号 (2010 年 3 月) 109 -118 
〈醒世姻縁イ専〉解題
植田 均
1. {醒世姻縁惇》の成書年代、作者
2. {醒世姻縁停〉のあらすじ
3. {醒世姻縁停〉のテーマ
4. {醒世姻縁停〉主要登場人物
5. {醒世姻縁惇》主要影印本・排印本
6. {醒世姻縁停》関係参考資料
7. {醒世姻縁侍》言語特点
1. (醒世姻縁偉〉の成書年代、作者
〈醒世姻縁惇〉の成書年代は、胡適 1<醒世姻縁惇〉考証J により明末清初とされるのが
一般的である。 1) <醒世姻縁停〉の作者は西周生の筆名を用いる。その使用する基礎方言
から山東省の人間であることは判明している。しかし、それ以上のことは不詳である。 2)
2. {醒世掘縁偉〉のあらすじ
前世と今世とに渡る「因縁因果j を描く。前世では、晃源(晃大舎)という男が監生を
金銭で買い、更に芝居芸者・娼妓施珍奇を妾として家へ迎え入れようとする。見源の父親
晃思孝は華亭県や通州などの知県を歴任していた。父親は晃夫人(鄭氏)とともに一人息
子晃源を溺愛していたため、盲目的になる。
ある日、晃源は、仲間とともに狩猟に出かけた折り、一匹の仙狐を弓矢で射殺し、その
皮を剥ぐ。やりたい放題の晃源は施珍喜子を妾として家へ迎え入れ寵愛した結果、正妻の計
氏と気まずくなる。そこで、晃源は民を設け、ついに計氏と離縁する。毘にはめられ、憤
慨した計氏は首吊り自殺をする。これでは、晃源みずからが殺害したのも同然である。また、
世話になった胡且、梁生を追い出し、彼らの財貨をもくすねる。種々の悪業を重ねた結果、
晃源は唐氏(小鴻児の妻)との浮気現場を小鵜児に押さえられ、殺害される。晃源の母親
晃夫人は、若い一人息子を失い嘆くが、これも因果応報だと確信し、いよいよ擢災民救済
などの善行を積む。
晃源(晃大舎)の前世はこれで終わり、来世に於いては、晃源は引く希陳として転生する。
皮を剥がれた、かの仙狐は秋希陳の正妻醇素姐に転生した。秋希陳(前世の晃源)に対し
て皮を剥がれた怨念を晴らすため、仙狐が取った最適の手段は「晃源を来世まで追いかけ
て行って[正妻になる]こと」であった。正妻に収まれば、昼夜構わず虐待、凶暴はやり
たい放題できるからである。
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秋希陳は正妻素姐の残虐ぶりから逃れるため、外地へ単身赴任する。その折り、計氏も(復
讐のため)童寄姐に転生し引く希陳の妾になる。童寄姐は事実上の「正妻」で、素姐とやりあっ
ても負けていない。一方、前世が芝居芸者・娼妓であり、晃源の妾であった施珍喜子は、今
世で、は秋希陳が家へ入れた女中の小珍珠になっている。小珍珠は童寄姐から虐められ、つ
いには自害してしまう。
晃夫人の方は多くの功徳を積んでゆく。難渋していた胡旦、梁生も晃夫人に救済された
のであるが、梁生が晃夫人に対して 1;恩返しをしたい」と晃梁(小和尚)として晃家に転
生してくるのである。晃夫人の夫晃思孝の妾である沈春鷲が生んだ子として。一人息子晃
源を殺害され、「跡取り無し」と嘆いていた晃夫人にとっては大いに喜ばしいことであった。
そして、悪業がついに満ちた醇素姐は急死する。高僧胡無窮(出家前の胡旦)が前世か
ら今世への因果応報論を説き、 j火希陳は「前世の悪業」を悟るのである。
3. <醒世姻縁偉〉のテーマ
この小説のテーマは以下の 2 点である。 1 つは、「人間は亡くなるとそれで終わりではな
く、必ず生まれ変わる」という点。しかも「因果応報」が必ず行われるという。これが 2
つめの点。
「生まれ変わり」は l 度だけではなく、果てしなく繰り返される。これを車輪の回転に
見立て「輪廻転生」と称した。これは、古代インドのみならず、タイ、ブータン、ネパール、
スリランカなど、ほほ東洋全体の思想であった。輪廻転生思想、は、仏教を即座に想起するが、
今から約 2500 年前に誕生したゴータマ・シッダルタ(後の釈迦)以前に既に一つの思想
として存在していた。例えば、古代インドのバラモン教には「輪廻転生」が教義の中心に
置かれている。 3)
〈醒世姻縁惇》において「輪廻転生」がセリフとして描かれている場面。
次の例は、相手廷が秋希陳に対してのセリフ。「早く死んで新しい人生をやり直す」と
いう。輪廻転生を確信し、しかも、これを「前向き」に捉えている。
体可読伯死。這下地獄似的，早死了早托生不仰l亮座。 (58.6 b .5) 心
(1 ・・・。兄さんは死ぬのが怖いのかね?こんな地獄のような毎日ならば、呈企ζ
死んで早めに転生した方がよほどすっきりするんじゃないかいリ)
素姐が狭希陳を部屋の外へ追い出し、秋夫人が何を言っても相手にしなかった。醇夫人
はこの点を知り、叱った。素姐本人は「前世」の顛末を知らないから「なぜだか分からな
いのだが、腹が立つ」ことを次のように告白している。
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一口に呑み込んでしまいたいような気になるのよ! J) 
素姐は、相子廷の細君に対して< ，前世からの仇J のように夫へ立腹する理由>を次の
セリフで示す。即ち、不可解な点を前世に求めているのである。
我也極知道公婆是該孝j頓的，丈夫是該愛敬的。但我不知忽様一見了，他不由自己就
像不是我一般ー似。他伺就合我有世仇一般。恨不的不輿他伺倶生的虎勢。 (59.7b.4)
(，・・・。私だって、義父母に対しては孝行、夫には敬愛をよくよく知っているわ。
ただ、どうしてだか、 1 度、奴の顔を見ると、もう、自分じゃなくなっちゃうみたい。
前世からの仇でもあるみたいに、どうしても生かしてはおけない、なんて気持ちに
なるの。J)
酵素姐が(個人ではなく)家系として「前世の怨恨j に触れている。したがって、秋希
陳の家族全員に対して怨恨を抱いているセリフ。
我想起必定草堂裏奥他家有甚菟仇，所以神差鬼使也由不得我自己。 (59.7b.7)
(，きっと藍堂で、奴の家から何か無実の罪を負わされた恨みがあって、それで仇敵
になったのじゃないかと思うのよ。ともかくこの世でない何かが作用して、私にも
どうにもならないの。J)
家の使用人秋周の妻が、酵素姐に対してたしなめているセリフ。立腹に対する原因が何
も分からない場合、その原因理由を前世に求めると解決ができるのである。このような考
え方は、下女にも浸透していることを示す。
他合体有車童王菟仇。下意的這伺冗他。体也不f白虚空過往神霊聴見座。 (75.2b.9)
(，旦那様に前世からの恨みでもあって、わざとそんなに呪ったりなさるんですか?
そこの空中を通る神霊にそんなことを聞かれて恐ろしくないのですか? ! J)
童寄姐も小珍珠に対する立腹理由を「前世の因縁」だと告白しているセリフが次の通り。
我想、来必定草堂裏合他有甚塵仇隙。 (80.2a.1)
(きっと藍0)1生で、あの子と何か仇を結んだ、のに違いないのよ。)
この小説の主題は、以上のように輪廻転生、因縁因果の法則に基づいている。しかし、
この法則からの「脱却」までは言及していない。
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4. (醒世姻縁偉〉の主要登場人物
〈醒世姻縁惇〉の主要登場人物を晃源関係と秋希陳関係とに分けて挙げる。 5)
晃源関係
晃源 監生の資格を金銭で買う。文中では晃大舎としてよく出てくる。 秋希陳に転生。
晃思孝 晃源の父親。華亭県知県、通州知県などの職を歴任。後、女中の沈春鷲を妾とする。
晃夫人 晃源の母親。晃思孝の正妻。鄭氏とも称する。温厚で、、徳の高い女性。
計氏 晃の正妻。のち、晃源より離縁される。死去ののち、童寄姐に転生する。
施珍耳 芝居芸者・娼妓。のち晃源の妾となる。死去ののち、小珍珠(童寄姐の下女)
に転生する。
沈春鷲 晃思孝の妾。晃梁の生母。
胡無窮 通州香岩寺の住職。高僧。俗名胡君寵、胡旦。
梁片云 通州香岩寺の僧侶。俗名:梁安期、梁生。後世は晃梁に転生。晃夫人に対して
孝行する。
晃梁 晃源の<妾腹の>弟。幼名“小和尚"。晃夫人を慕う。
晃思才 晃思孝の一族の弟。性格は良くない。
晃無曇 晃思孝の一族の孫。
再明吾 書記。晃源の隣家で、友人。
小鵜児 皮革職人。曲がったことが大嫌いな'性格。晃源と自分の妻(唐氏)の浮気を知り、
二人を殺害する。
唐氏 小鶏児の妻。晃源に気に入られ、深聞にはまった結果、夫の小鵠児に殺害される。
張瑞風 武城県監獄役人。晃源亡き後、珍寄を妾とする。
計都 計氏の父親。
海会 道教の尼僧。俗名青梅。
呉学顔 晃家薙山荘の執事。
晃住、晃鳳、晃書、晃鷺、李成名 晃家の使用人。
秋希陳関係
秋希陳 秀才。晃源からの転生。前世の怨恨を背負って生きて行かねばならない運命。
狭宇羽 秋希陳の父親。号は賓梁。温厚な常識人。
秋夫人 秋希陳の母親。秋賓梁の妻。相氏。素姐によって気死させられる。
酵素姐 秋希陳の正妻。晃源に射殺された仙狐からの転生。秋希陳を虐待する。絶世の
美人であったが、後、目と鼻をサルに扶られる。
童寄姐 j火希陳の妾。計氏からの転生。素姐とやりあっても負けない。
童七 童有闇とも称す。銀細工店の支配人。童寄姐の父親。
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童妨妨 童寄姐の母親。騎氏とも称す。機転が利く常識人。
虎寄 童寄姐の弟。
騎校尉 童寄姐のおじ。常識人。
狭巧姐 秋希陳の妹。常識人。
狭希青 1火希陳の妾腹の弟。幼名は小麹跨。
調薬 劉姐。秋字羽の妾。秋希青の生母。気性は善良の常識人。
相棟宇 秋希陳の叔父。
相掛子 秋希陳の叔母。
相子廷 秋希陳の表弟(いとこ)。進士。後、「相主事」として登場。
醇教授 醇振とも称す。字は起之。秀才。酵素姐の父親。常識人。素姐により気死させ
られる。
醇夫人 醇振の正妻。常識人。
醇如下 酵素姐の一番上の弟。秀才。幼名は春寄。常識人。
醇如兼 醇素姐の二番めの弟。秀才。幼名は冬寄。常識人。
醇再冬 酵素姐の一番下の弟。常識人。
龍氏 醇振の妾。酵素姐とその弟たちの生母。非常識人。
程楽宇 秋希陳たちの私塾教師。
孫蘭姫 秋希陳の恋人であるが、秋希陳とはほどなく別れる。娼妓。唐氏からの転生。
小珍珠 童寄姐の女中。施珍寄からの転生。
呉推官 成都刑庁の役人。秋希陳と同じく恐妻家。
智姐 秋希陳の同級生である張茂実の妻。
尤聡 秋家の料理人。悪事を重ね、落雷に遭い死ぬ。
呂祥 秋家の料理人。
醇三棟、醇三省、小濃袋 醇家の使用人。
狭周、小選子、張朴茂、伊留雷 秋家の使用人。
5. {醒世姻縁傭〉の主要影印本・排印本
《醒世姻縁惇〉の主要影印本・排印本を挙げる。影印本は次の (1) ・ (2) 、排印本は以下
の (3) ~ (7) 。日本語訳は 21 世紀になってから漸く刊行された。
(1) <醒世姻縁停> (線装二函全二十冊)，人民文学出版社影印本 (1988 年第 l 版， 1994 年
第 2 次印刷)0 (首都図書館蔵同徳堂本を底本。原本残破頁は人民文学
出版社蔵同治庚午覆刻本により補う)
(2) <醒世姻縁停> (全 5 冊) ，震世碩前言。吉本小説集成編輯委員会編，上海古籍出版社，
1994 年 11 月。(首都図書館蔵同徳堂本を底本)
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(3) <醒世姻縁俸> [清]葛受之批評，程泳校点。斉魯書社(上、下)， 1994 年刊。(首都図
書館蔵向徳堂本を底本)
(4) <醒世姻縁停H足本)斉魯書社， 1993 年刊。(首都図書館蔵同徳堂本を底本) (弁語、凡例、
引起、本文、校点後記)
(5) <醒世姻縁停〉黄粛秋校注，上海古籍出版社(上、中、下)， 1981 年刊。(亜東図書館
排印本を底本) (ヲ i起、本文、付録ー(徐志摩)、付録二(胡適)、付録三、
付録四、付録五、付録六、付録七、付録入、付録九、付録十(i王乃剛)
(6) <醒世姻縁停〉華夏出版社， 1995 年刊。(亜東図書館排印本を底本) (①注釈を付し、様々
な文化水準の読者に適応。②「人物表」を付す)
(7) <醒世姻縁停〉吉林文史出版社， 1998 年刊。(亜東図書館排印本を底本) (序・徐志摩、
引起、本文、付録一、付録二、付録三、付録四、付録五、付録六、付
録七、付録入)
[訳書]
『醒世姻縁惇』訳書(訳者:左並旗男、出版社:兄弟舎<株式会社トスコ 書籍部>、出
版年月日: 2002 年 4 月 4 日
6. (醒世姻縁偉〉研究
胡適は、 1931 年に 1<醒世姻縁惇〉考証」を発表。〈醒世姻縁停〉と〈珊斎志異〉及び蒲
松齢のその他の作品の内容を比較対照。且つ、語葉用法の類似性も検証。その結果、 1<醒
世姻縁惇〉の作者西周生とは蒲松齢である」との見解を出す。しかし、現在に至るも、な
お決定的な結論は出ていなしミ。徐隻蛤 1993 1<醒世姻縁侍〉作者和活言考治」は言語面か
らの言及が多く、参考価値がある。楊春字 20031<醒世姻縁停》研究序説」は多くの刊刻本、
影印本を解説し、巻末に多くの参考文献を挙げる。李議 2006 1<醒世姻縁侍》及明清句法
措拘厨吋演変的定量研究」は、最近出た〈醒世姻縁偉》の語法書である。
7. (醒世掴縁偉〉言語特点
これは、①「文字表記上の混乱」、②「方言語葉の移しい混入J の 2 点に集約される。
これらは、作者の口頭語の反映であろうが、当時すでに定型化されていた白話の手法を避
け、口頭語に極めて忠実に書こうとしたため、用字上の混乱、方言の混入が甚だしくなっ
ているからである。しかし、《醒世姻縁惇》の言語上の大枠は当時の北方方言で書かれ、
そのうち山東方言語棄が移しく混入している。以下、言語特点として「文字表記上の混乱」、
「方言語棄の移しい混入」について具体的に例を挙げる。
7.1. r文字表記上の混乱j
これは、「同音仮借語J が多いことである。ただし、“照"、“由"、“検"などは、「同音
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仮借語」とは言っても、皇帝の韓を避けるために別字に換えているのである。《醒世姻縁f専〉
ではそういう箇所が多い。その例。娼管(照管)、不録的(不由的)、簡鈷(検知)、簡捜(検捜)
「文字表記上の混乱J は、語以外に「同音仮借語」が極めて多く出現している点にある。今、
〈醒世姻縁惇》で使用されている同音仮借語を挙げる。カツコの中は規範的な或いは通語
としての表記形態である。声調が異なっても、軽声になれば同音になる。
<1> 同音仮借で、偏や棄のみ異なる場合
挨惇・握惇・曜時(映時)、挨沫(挨抹)、蹴地(抜地)、把把(眉居・巴巴)、榔榔・需需(邦手ß) 、
榔聾(邦聾)、棒椎(棒槌)、背搭(背搭)、輔馬(備馬)、不釆(不眠)、不成才(不成材)、
采打(採打)、妙架(砂架)、俄保・聴牒(鰍牒)、雌搭・雌答(枇打・刺打)、搭連(搭槌)、
撹戯(播戯)、陸眼(睦眼)、動陣(動弾)、段子(鍛子)、多唱(多目白)、阿尿(屑尿)、耳嫁・
耳聴(耳朱)、路(蝶)、番(翻)、番身(翻身)、番韓(翻韓)、播(幡)、風(楓)、風狂
(癒狂)、風子(癒子)、撒酒風(撒酒癒)、寄阿(寄阿)、捻搭(痘嬉)、谷谷農農・略略喋
喋(陪鳴)、骨農・日園鳴(日古鳴)、拐的朕了(拐的鉄了)、光采(光彩)、狼(復)、荒張(慌
張)、舗網(糠桐)、蹴噴(披噴)、刺肌(噺肌)、暴命(累命)、羅息・羅時(嘱時)、波堤
防(浸提防)、迷胡(迷糊)、那(嚇)、那個(嚇個)、那裏(嚇裏)、那↑白(嚇伯)、捻(撞)、
盤膝(盤膝)、賠嫁(陪嫁)、陪櫨(賠檀)、勝頭撒瀧(離頭撒j護)、旗扇(旗匿)、余押(築
押)、清辰(清震)、燥黒(懸黒・漆黒)、取妾(妻妾)、肢(然)、穎子(喋子)、精信(捕信)、
素子(喋子)、算記(算計)、縮曙(縮搭)、情下(蛸下)、掲換(淘換)、喜帯(箸帯)、桶
(捕)、推穎(推操)、擢粒骨(査技骨)、椀棟(碗礁)、文銀(紋銀)、見(現)、見成(現成)、
見今(現今)、見任(現任)、見在(現在)、搭地裏(進地裏)、ー留風 (-1留風)、伊吾(伊
悟)、硬需・硬榔(硬棒)、環備(預備)、預先(預先)、員領(園領)、早辰(早最)、燥過(昨
過)、揮復・章謹(張皇)、勝脈(診脈)
<2> 同音仮借で偏や寿のみならず、字形が完全に異なる場合
倍(背)、背弓(背工)、背静(背静)、扇・庇(?)、不醒(不省)、倉卒(倉促・倉梓)、嘗是(常
是)、祉羅(祉落)、椎打(撞打)、淳良(純良)、刺悩・刺闘(刺携)、粗競(粗投)、打迭
(打墨)、打呼慮(打呼噌)、打帳(打投)、?f住(逮住)、耽待(措待)、滴i留(提j留・提留)、
貼間(黒占札)、吊(掠)、丁住(定住)、吊読・調読(捧読)、吊魂(捧魂)、調噴(悼噛)、敦・
壊(障)、多倍・多階(多H自)、路脚(牒脚)、敢仔(敢自)、超(構)、骨農・谷農・略鳴(陪
鳴)、骨拾(骨殖)、括諌・剖投(孤地)、感態(酎酎)、杭貨(行貨)、壕喪(競喪)、阿(喝)、
合(和)、痕記(痕跡)、鶴突・糊突(糊塗・胡塗)、虎棟八(虎投巴)、畜(話)、懐捕(懐
掘)、還憧・還性・還省(還醒・緩醒)、慌樟(慌張)、誇(;槍)、海身(揮深=反正;横藍)、
揮帳(混帳)、極得・極的(急得)、疾忙・即忙(急忙)、計(記=記憶)、計(繋)、簡鈷(検知)、
簡捜(検捜)、籍口(借口)、葬(鍔)、科樹(楳樹)、喋瓜子(瞳瓜子・櫨瓜子)、懇鼻子(晴
鼻子)、枯克・枯刻(酷刻)、醐(撞)、震寮・寅抗(榔糠)、老瓜(老鵡)、老磐晩(老H自晩)、
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利巴・民把(力巴)、験弾(験蛋)、某豆(緑豆)、浸試(浸事)、昧風・昧臨(昧縫)、面斤・
面肋・面断(面筋)、包謝・包屑.11，重(包斜)、明甫(明府)、那智(那日自)、 t嚢喋・寵穎­
f嚢喪(鐸嘆)、捻(撞)、鋪搭(撲答)、鋪膝(鋪騰)、軽醒(1青醒)、殺(熱=勤緊、十日緊)、
熱時(婁時)、商硝(商権)、詔道・勺万(勺切)、牧園結果(牧縁結果)、捜簡(捜検)、暗・
鰻・転・(理)、切火(掬火)、跳搭(跳躍)、脱生(托生)、托柱(抱桂)、撞投(歪棟・歪
位)、嵩別(簡懲)、伍旋(舞旋)、曜(履)、噴飯(下飯)、暁虎(暁暁・嚇暁)、薫戯(票晴)、
央己(央及)、伴長(揚長)、捜(披)、一付・・・(一副・・. )、ー鑑聴・ー硲時(ー骨礁)、
原何(縁何)、樟僅(張皇)、撰(購入故裏(装裏)、綴(墜=眼随)
<3> 声調が異なる場合
閤字奮讃 ge 和 gé. 現在統讃為 gé。
白首(百首)、逼(避)、赤赤暗暗(喧喧恰恰=因受凍而護出的聾音)、促恰・促拍(促狭)、
打到(達到)、す(帯)、抵搭(低搭)、科捜(持撒)、都都抹抹・都都磨磨(都都摸摸)、閤(摺)、
掛投・剖粒(剖刺)、家長(駕長)、撹用(噂用)、振撒(決撒)、稜稜挿挿・拐楊時時(傍
傍征'1宜・駿暖時時)、陸(携)、包包屑屑・色色j世j世(包包斜斜)、食面(世面)、事(食=
日食、月食的食字)、事件(什件)、杭樺(杭擁)、繍杭・萄材t (杭杭)、淘(摘)、持(膜・
期)、展汚 u占汚)
<4> 声母が異なる場合
雌牙別騎(歯止牙明日首)、雌鴫(凱鴫)、村村的(蚕霊的)、拝.}干(構)、割時(阿確)、 j受
精場彩(浸精打釆)、門枕(門桓)、侵在冷水(浸在冷水)、水紅(水証)
<5> 韻母が異なる場合
操劃(百Ij劃)、不従(不曾)、白書谷謡(白花花)、背肱粒子(背昔見児)、事羅(簸羅・笹羅)、
喧(出)、花粒(脅見見)、色色主主(11，包斜斜)、摸(木)、撞包(膿包)、死気百棟(死
気百頼)、場投骨(禿投骨)、{畏健(伍農=無能・嵩嚢)、無那(無奈)、仰百叉・仰拍叉(仰
八叉)、支紫(札無・搾掌)
<6> 鼻韻母が異なる場合
日士晴(嚇喋=嚇嘆)、緊則・緊仔・緊子(寛自)、冷眼溜貰(冷眼溜泳)、イ説得(畑遍)、警
真(者正)、頭信・投信(投性)、這{門(這陸)、仔塵(忽塵)
<7> 字形が類似のみで、声母、韻母ともに異なる場合
撒採日i叶(鰍眠)、硲礁(骨疎)、研 [zhuój 頭(政頭)
以上、特徴のある語葉群として、 <1> ~ <7> に分けて例を挙げた。
7.2. r方言語嚢の轄しい混入j
これは、三十年代の初め胡適 1<醒世姻縁惇〉考証」の中で「特殊土語」として山東省
楢川地方の俗語を挙げている。以下に挙げる。カッコの中はその語の釈義を表す。
待中(快要)、中(好)、魔院(退延)、出上(耕得)、探業(安分)、流水(弓上・一口4，)、
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頭信・投信・投性(爽性・索性)、善査・善荘(好対付的人)、老濯切、肩・庇(倫戴・暗戴)、
偏・謂(考耀)、乍(狂)、照・朝(拍・招架)、長喋黄(喋了喉暁)
[注]
1) 1931 年 12 月 13 日脱稿。
2) 胡適 r<醒世姻縁停》考証J では、作者を山東省出身の蒲松齢とする。しかし、反対する意見も続出し、
作者は現在まだ不詳。
3) 西洋にも輪廻転生を唱える思想が存在している。例えば、 19 世紀に起こった神智学 (theosophy)
も、輪廻転生は、天地自然の力であり、人間の宿命だと主張。ブラヴァツキ一夫人らにより神智協会
(Theosophical Society) をニューヨークで 1875 年に設立。これは、人間に神秘的霊智があって、これ
によって直接に神を見ると説く信仰、思想。輪廻転生は「宇宙の意思」、「神の意思」、「宇宙の法則」と
しミつ。
4) 数字は、章回数、葉数 (a は葉のオモテ、 b は葉のウラ)、行数を示す。以下、例文は同じ。
5) 隼夏出版社版の《醒世姻縁伶〉の人物表を参照した。
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